
　

６
月
16
日
、
日
本
た
ば
こ
産
業

株
式
会
社
と
協
働
す
る
「
Ｊ
Ｔ
の

森
積
丹
／
２
０
１
８
年
春
」
森
林

保
全
活
動
が
催
さ
れ
、
寺
畠
正
道

Ｊ
Ｔ
代
表
取
締
役
社
長
を
は
じ
め
、

社
員
や
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
、
町

民
な
ど
約
１
３
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

15
回
目
を
迎
え
た
森
林
保
全
活

動
は
、
美
国
川
流
域
エ
リ
ア
で
行

わ
れ
、
参
加
者
は
ト
ド
マ
ツ
林
の

下
刈
り
作
業
や
植
樹
作
業
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　

前
回
の
活
動
で
出
た
間
伐
材
を

活
用
し
て
、
午
後
か
ら
は
「
き
の

こ
の
ホ
ダ
木
づ
く
り
」
や
電
熱
ペ

ン
で
木
を
焦
が
し
な
が
ら
絵
や
模

様
を
描
き
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
作
る「
間

伐
材
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
ト
ッ
プ
づ
く

り
」
な
ど
日
常
と
は
少
し
違
う
森

林
活
動
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
毎
回
積
丹
町
産
の
海

産
物
や
農
産
物
を
贅
沢
に
使
用
し
、

参
加
者
が
心
待
ち
に
し
て
い
る

積
丹
観
光
協
会
の
シ
ー
フ
ー
ド
カ

レ
ー
に
は
、
お
か
わ
り
に
列
が
出

来
る
ほ
ど
の
好
評
で
し
た
。

　

「
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
」
は
「
海
を
育

む
水
源
の
森
に
」
を
テ
ー
マ
に
、

森
林
保
全
活
動
を
平
成
23
年
度
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。
当
町
の
基
幹

産
業
で
あ
る
水
産
業
を
守
る
た
め

に
も
重
要
な
活
動
で
す
。

　

今
後
も
Ｊ
Ｔ
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
国
・
道
の
関
係
機
関
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、『
Ｊ
Ｔ
の
森

積
丹
・
海
を
育
む
水
源
の
森
』
が
、

「
北
海
道
企
業
の
森
」
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

ト
ド
マ
ツ
林
の
下
刈
り
・
植
樹
作
業

「
Ｊ
Ｔ
の
森
積
丹
」
春
の
森
林
保
全
活
動

第 15 回

▲トドマツ林の下刈り作業 ▲寺畠社長（右）と松井町長による植樹作業

積丹観光協会会長　佐藤 勝次 氏

　公益社団法人日本観光振興協会の平成 30 年度観光事業功

労者に積丹観光協会長の佐藤勝次さん（64 歳）が選ばれ、

６月８日に東京都内のホテルで表彰式が行われました。この

賞は、全国９支部 14 名に贈られ、佐藤会長は北海道から唯

一の受賞となりました。

　佐藤会長は、昭和 63 年に同協会理事に就任。平成 13 年に

は会長に就任し、積丹岳の伏流水を活用した「丹水」の商品

化、「どっこい積丹さくらます祭り」などの各種イベントの

日本観光振興協会 「観光振興協会功労者賞」を受賞

▲間伐材のペンダントトップづくり

創設など、当町の観光振興や地域の活性化に大きく寄与されてきました。

　また、３大岬の神威岬・積丹岬・黄金岬で「募金」による自然環境の保護と保全活動を進める積

丹町自然環境保全協議会長として、全国で高く評価される国定公園内での活動にも活躍されていま

す。
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北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署

更
な
る
技
術
向
上
へ
日
々
訓
練
！
№
13

　

異
な
る
難
し
い
事
故
に
備
え
て

　

北
後
志
消
防
組
合
積
丹
支
署（
俵

谷
支
署
長
・
署
員
17
名
）
は
、
６

月
６
日
、
美
国
町
の
厚
苫
海
岸
で
、

救
出
困
難
な
狭
い
場
所
か
ら
の
救

助
を
目
的
と
し
た
救
助
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
岸
壁
か
ら
約
６
ｍ
下

の
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
付
近
で
釣
り
を

し
て
い
る
人
が
転
倒
し
、
動
け
な

く
な
っ
た
状
態
を
想
定
。
救
助
隊

や
支
援
隊
、
救
急
隊
を
編
成
し
、

は
し
ご
や
滑
車
、
ロ
ー
プ
な
ど
の

資
器
材
を
使
い
、
要
救
助
者
を
引

き
揚
げ
る
『
は
し
ご
ク
レ
ー
ン
』

と
い
う
救
助
方
法
で
救
出
し
ま
し

た
。

　

俵
谷
支
署
長
は
「
限
ら
れ
た
人

員
の
中
で
、
い
か
に
安
全
・
確
実
・

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
か
が
一
番

の
課
題
。
連
携
力
や
現
場
対
応
能

力
、
知
識
・
技
術
の
向
上
訓
練
で

現
場
の
糧か

て

と
な
る
よ
う
、
今
後
も

団
結
し
て
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
目
指
せ
！
全
国
大
会
出
場

　

６
人
の
隊
員
頑
張
れ
！

　

『
全
道
消
防
技
術
訓
練
指
導
会
』

が
７
月
21
日
、
札
幌
消
防
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
事
前
訓
練

が
、
６
月
21
日
、
大
会
当
日
と
同

じ
場
所
の
札
幌
消
防
学
校
で
行
わ

れ
、
同
支
署
か
ら
も
、
ほ
ふ
く
救

出
訓
練
隊
と
し
て
２
隊
６
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

道
内
の
各
消
防
本
部
か
ら
も
多

く
の
訓
練
隊
が
集
ま
り
、
全
道
大

会
で
の
好
成
績
を
目
指
し
て
厳
し

い
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

増
山
訓
練
隊
長
は
「
全
道
大
会

に
向
け
て
、
出
場
す
る
６
人
の
隊

員
が
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
訓

練
に
臨
み
ま
し
た
。
大
会
当
日
は
、

自
分
た
ち
の
ベ
ス
ト
が
尽
く
せ
る

よ
う
に
一
生
懸
命
訓
練
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
意
気
込
み

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
人
の
消
防
隊
員
が
訓
練
の
成

果
を
発
揮
し
、
全
国
大
会
を
目
指

し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
み
ん
な
で

応
援
し
ま
し
ょ
う
。

１．救出資器材の準備

２．はしごクレーン救出

３．要救助者を収容

２

３

１

▲要救助者へロープを結索

▲進入隊員への結索
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